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こどもを受容することをベースに！ 
小学校１年生の学級開き！～広島市立基町小学校の１年生の先生にお聞きしました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の架け橋だよりでは、小学校生活を主体的に過ごす入学直後の１年生児童の様子や、そのた

めに、小学校教諭が“何を大切にして指導しているのか”といったことについて、お伝えできればと考えています。

また、今年度は、広島市立基町小学校に協力していただき、入学直後から１年生の生活や学習の様子を、

シリーズでお伝えしてまいりますので、架け橋期の取組の参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年 ４月１７日金曜日 第１号 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～入学式翌日の１年生の担任の様子（一場面）を紹介～ 

 □笑顔で児童を迎え、登
校してくる新１年生の
児童と穏やかに挨拶を
交わしながら教室へ向
かう。 

 
 
 
□荷物やランドセルを机
やロッカーに入れるこ
とが難しい児童には、
他の児童と協力するよ
う伝えたり、必要に応
じて、手順を丁寧に伝
えながらサポートした
りする。 

 
□一人一人の児童の表情
をよく見ながら、朗ら
かな表情で出席確認及
び健康観察を行う。 

 □児童と一緒に、文具や
教科書など、児童の持
ち物に名前が記入して
あるのかを丁寧に確認
する。 

 
 
 
□楽しい雰囲気の中で、
チャイムの意味や、机、
椅子の使い方など、小
学校での過ごし方を少
しずつ、そして無理な
く児童に伝える。 

 
 
 
□下校時、放課後児童ク
ラブへ向かう児童と楽
しく話しながら、児童
を安全に送り届ける。 

令和８年度 第１号  

 広島市乳幼児教育保育支援センター  

架け橋だより 
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学級開きを終えた先生にインタビュー♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年 ４月１７日金曜日 第１号 

 

 

先生＝１年生の担任、センター＝センター職員 

令和８年度 第１号 

▮児童、保護者、担

任を含むみんなの安

心づくり 

センター 入学式の翌日の授業、
お疲れになったのではないでしょ
うか。そして、このようなお忙しい
時に、取材を引き受けていただき、
本当にありがとうございます。 

先生 いえいえ、少しでも何かの
役に立てるのならば、嬉しいです。 

センター 本日は、新１年生を担
任する先生の、お考えなどについ
て、お話を聞かせていただければと
思います。 

先生 はい、わかりました。 

センター 早速ですが、１年生を
担任すると決まった時の心境はい
かがでしたか。 

先生 本校は、外国にルーツのあ
る児童が多く在籍しており、新１年
生もクラスの半数が、外国にルーツ
をもっていることが事前に分かっ
ていました。そのようなことを踏ま
え、児童が安心して学校生活をスタ
ートできるよう、何をしたらよいか
を考えていました。 

センター それで、何かよい考え
が浮かびましたか。 

先生 よかったのかは分かりませ
んが、児童の安心のためには、保護
者の安心も重要だと思いました。そ
のため、入学式では、保護者への声
かけを重視し、安心してもらえるよ
うにしようと考えました。 

センター 全ての保護者に対して
声掛けをしたのですか。 

先生 はい、もちろんです。 

センター それはすごいですね。
例えば、どのような場面で声掛けを
したのですか。 

先生 入学式後、配付物の説明を
する時間があります。その時間を使
い、保護者の様子を見ながら、「大
丈夫ですか。」「言葉が難しい部分は
ないですか。」など、どの国にルー
ツを持つ保護者の方であっても、安
心してもらえるよう心掛け、積極的
に声を掛けるようにしました。 

センター なるほど、保護者の安
心を支えることで、児童の安心につ
なげようとしたのですね。その他に
は何かありますか。 

先生 これは、１年生を担任する
に当たって考えたこととは違いま
すが、毎年、本小学校区では、幼保
小連携推進委員会、園児と児童の交
流、小学校から各園への聞き取りを
行います。その都度、幼稚園や保育
園の先生から、園児の話を沢山聞か
せてもらうことができます。それ
は、１年生を担任すると決まった時
の安心材料になります。また、園の
様子を聞くだけではなく、卒園児の
様子を園の先生にお伝えすること
もできています。 

センター  １年生の担任にとっ
て、安心材料があるというのは、大
変、いいことですね。園の先生方も、
卒園児の様子を聞くことができる
ので、嬉しいでしょうね。 

先生  入学してくる児童につい
て、年長の時の集団や一人一人のこ
どもの様子を園の先生方から事前
に、聞かせてもらうのですが、新一
年生の姿は、本当に園から聞いたま
まの姿なので、とても助かっていま
す。 

センター なんだか、近隣の幼稚
園や保育園ともいい連携ができて
いるところがいいですね。 

▮学校内の雰囲気の

よさが重要 

先生 その他にも、本校のいいと
ころがあります。新１年生の児童
に、よい影響を与えてくれているの
は、異学年の児童です。１年生によ
く声をかけ、関わってくれます。だ
から、新１年生の児童が楽しく小学
校生活をスタートできるようにな
ります。 

センター 入学直後は、６年生が
１年生とよく関わってくれている
イメージがあるのですが、この学校
でもそうですか。 

先生 確かにそういう学校も多い
ですが、本校では、６年生だけでは
なく、いろいろな学年の児童が１年
生の児童に関わってくれます。そう
いった雰囲気も、１年生の児童の安
心感につながっています。 

センター 確かに、今日も休憩時
間に２年生や３年生の児童が１年
生の教室に顔を出しに来ていまし
たね。素敵な校内の雰囲気ですね。
先生は、この学校で１年生を担任す
るのは何回目になりますか。 

先生 ３回目です。今日、２年生・
３年生が顔を出してくれたのは、そ
ういったこともあるからかもしれ
ませんね。 

▮複数の幼稚園・保

育園等から入学して

くることを生かして 

センター この小学校には、どの
くらいの幼稚園や保育園等から児
童が入学してくるのですか。 

先生 今年は、６つの園等から入
学しています。 

センター ６つの園等からの入園
学となると、園の特色やこどもの経
験なども多様になると思いますが、
そのあたりのことはどのようにう
けとめていましたか。 

【休憩時間の担任と１年生児童】 
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２０２６年 ４月１７日金曜日 第１号 

令和８年度 第１号 

先生 とてもわくわくしました。 

センター どういうことですか。 

先生 異なる環境で育ち、小学校
へ入学してくる児童は、育ちがそれ
ぞれ異なり、得手不得手もありま
す。そういった児童が、学校生活の
中で、互いに理解し合い、自己肯定
感を育てながら成長する。そういっ
た過程を児童と一緒に楽しめるの
が、１年生の担任の面白さだと思っ
ているので、わくわくします。 

センター 児童が、多様な幼稚園
や保育園等から入学してくると生
活や学習の指導が大変ではないで
すか？ 

先生 ２年生以上に比べると、確
かに１年生では、最初、きめ細かな
援助が必要な場面も多いので、大変
という捉え方もあるのかもしれま
せん。特に、一斉指導しなくてはい
けないという視点が強くなりすぎ
ると、そう感じるかもしれません。 

▮「まず私を好きになっ

て（信頼して）もら

えることが大事」 

先生 一斉指導ももちろん必要で
す。ただ、私は、担任も児童も人間
なので、まずは、人間関係の構築が
重要だと思います。特に１年生で
は、一人一人の児童と担任の人間関
係が構築されると、児童が主体的に
行動するようになったり、必要に応
じて担任が指導することを児童が
受け入れてくれるようになったり
します。だから、私が児童と接する
際には、とにかく私を好きになって
もらうことを大切にしています。こ
れは、児童からの信頼を得るために
担任としてできることを考え、行動
するという意味です。 

センター 確かに、信頼関係はと
ても重要ですね。児童は、信頼でき
る先生であれば、話を聞こうと思え
るし、何より安心できるから、いろ
いろなことに失敗を恐れず挑戦も
できそうですよね。 

センター そういえば、先生が考
え、行動されていることが児童に伝
わっているかもしれません。今日、
自由ノートに児童が好きな絵を描
いているとき、２人の児童が先生の
絵を描いていました。昨日入学した
児童が担任の先生のことを絵に描
いていたので、とても驚きました
よ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生 えー、嬉しいです！ 

センター このことについては、
今日、児童と関わる先生の姿を見て
いて、納得できました。先生は、入
学から二日目という短い時間にも
かかわらず、児童一人一人の名前を
呼びながら話すだけではなく、先生
の後ろから声をかけてくる児童に
対しても名前を呼んで応じていた
ので、本当に驚きました。まるで、
後ろの様子が見えているようでし
た。 

先生 いえいえ、後ろは見えてい
ないですよ。 

センター それはそうですよね。
あ、すいません。まず、児童が先生
を好きになってくれるように、そし
て、信頼してもらえるようにという
話をしていましたね。 

先生 はい、私の場合、特に年度初
めには、何より児童一人一人との信
頼関係の構築を重視します。そし
て、一人一人の児童との信頼関係が
構築できてきたら、少しずつ、児童
同士の力で関係づくりができるよ
うにしていきたいと考えています。 

センター よくわかりました。ま
ずは、先生と児童が信頼関係を構築
する。すると、児童が学校は安心で
きる場であることを認識する。そう
なれば、児童が自分らしさを発揮し
て様々なことに挑戦したり、クラス
メイトと関わり合いながら学びを
深めたりできるようになるという
ことですね。とても興味深いです。
これから、小学校における行事や学
習など、学校生活が本格的に始まり
ますが、その都度、お話を聞かせて
いただきたいと思いますので、よろ
しくお願いします。 

先生 こちらこそよろしくお願い
します。いつでも取材にお越しくだ
さい。 

センター そういえば、給食は、い
つからスタートするのですか。 

先生 来週の火曜日からですよ。 

センター その様子を取材させて
いただいてもいいですか。 

先生 早速ですね！はい、わかり
ました。お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮次回は、初めての学校

給食の様子をお届けい

たします。 

【１年生児童が描いた担任の絵】 

【下校する児童に手を振る近隣園の先生】 

【下校コースに迎えに来た保護者と話す担任】 


